
個
人
の
功
績
を
た
た
え

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
・
評
議
員

理
事
長 

中
村　

義
寛

理　

事※

（
大
学
・
短
大
学
長
） 

石
井　
　

學

理　

事※

（
高
校
校
長
） 

金
子　

雅
人

理　

事※
 

髙
山　
　

曻

理　

事※
 

佐
伯　

詔
一

理　

事※

（
常
務
理
事
・
法
人
本
部
長
） 

岩
川　

正
典

理　

事※

（
短
大
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
学
科
長
・
教
授
） 

泉
水　

清
志

理　

事※

（
高
校
学
監
） 

山
田　

耕
介

理　

事（
短
大
名
誉
教
授
） 

小
野
澤
正
喜

理　

事 

福
島　

英
人

理　

事 

前
田　
　

宏

監　

事 

代
田　

恭
之

監　

事 

富
岡　

政
明

評
議
員（
大
学
教
育
学
部
長
・
教
授
） 

柳
川　

美
麿

評
議
員（
高
校
副
校
長
） 

神
山　

義
幸

評
議
員（
大
学
・
短
大
事
務
局
長
） 

岡
田　

紳
哉

評
議
員（
高
校
事
務
長
） 

冨
澤　

昌
久

評
議
員（
総
務
部
長
） 

久
住　
　

洋

評
議
員 

新
井　

信
雄

評
議
員 

根
岸
美
智
代

評
議
員 

関
根　

映
一

評
議
員 

北
條　

哲
成

評
議
員 

遠
山　

浩
二

評
議
員 

石
井　

晃
英

評
議
員 

大
塚
智
枝
子

評
議
員 

石
井　

昌
代

評
議
員 

髙
月
有
記
恵

評
議
員 

亦
野　

高
裕

評
議
員 

北
原　

崇
夫

法
人
本
部

総
合
企
画
部　

部
長 

髙
月　

広
喜

総
合
企
画
部　

企
画
課
長 

平
澤　

精
人

総
務
部　

財
務
課
長 

川
端　
　

誠

大
学

児
童
教
育
専
攻
長
・
教
授 

鑓
水　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
長
・
教
授 

滝
沢　

和
彦

キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
・
准
教
授 

吉
井　

健
人

短
期
大
学

保
育
学
科
長
・
教
授 

松
本　
　

尚

教
務
部
長
・
教
授 

三
浦　

哲
也

図
書
館
長
・
教
育
研
究
所
長
・
教
授 

内
田　

基
美

大
学
・
短
期
大
学

管
理
課
長 

戸
澤　
　

勲

教
務
課
長 

中
澤　

朋
弘

入
試
広
報
課
長 

桂　

健
太
郎

学
生
支
援
課
長 

茂
木　

郁
夫

学
生
支
援
課
長
補
佐 

嶌
津　

秀
一

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長 

塚
越　

正
美

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長
補
佐 

青
木　

茂
人

高
等
学
校

教
頭 

上
原　

敏
広

事
務
次
長 

中
井　

俊
二

事
務
課
長
補
佐 

塚
田　
　

恵

※

は
評
議
員
兼
任

不
撓
不
屈
の
人
生 学校法人  群馬育英学園

広報委員会

発　　　行

　

中
村
有
三
学
園
長
が
、令
和
４
年
11
月
23
日

（
満
92
歳
）逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
学
園
長
は
昭
和
38
年
に
前
橋
育
英
高
等
学

校
を
開
校
し
、前
橋
保
育
専
門
学
校（
育
英
短
期

大
学
）、朝
日
が
丘
幼
稚
園
・
大
利
根
幼
稚
園
・
大

利
根
南
幼
稚
園
の
三
幼
稚
園
、育
英
メ
デ
ィ
カ

ル
専
門
学
校
を
創
設
し
、育
英
大
学
開
学
に
も

力
を
注
ぎ
、熱
き
心
で
私
学
教
育
の
た
め
に
生
涯
現
役
を
貫
き
、そ
の
健
全
な
る
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
初
志
貫
徹
」と
い
う
言
葉
を
好
み
、常
に「
原
点
に
還
れ
」と
い
う
精
神
も
座
右
の

銘
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
学
園
の
そ
れ
ぞ
れ
の
校
名
に
用
い
ら
れ
て
い
る「
育
英
」と
い
う
名
は
、「
君
子
の

三
楽
」か
ら
取
っ
た
も
の
で
、天
下
の
英
才
を
集
め
て
こ
れ
を
教
育
す
る
と
い
う
孟
子

の
言
葉
を
、英
才
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
応
じ
た
英（
す
ぐ
）れ

た
才
能
を
持
つ
英
才
に
磨
き
上
げ
る
と
い
う
意
味
で
の「
育
英
」こ
そ
が
学
園
長
の
理

念
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

学園の主な行事日程

■卒業研究発表会  2月1日㊌　■学位授与式  3月16日㊍

■Ⅳ類修学旅行  2月7日㊋～2月10日㊎　■学年末試験  2月27日㊊～3月3日㊎
■卒業式  3月1日㊌　■終業式  3月24日㊎　■学年末休業  3月27日㊊～

◆入試日程

◆入試日程

入試種別

総合型Ⅳ期
一 般 Ⅰ 期
一 般 Ⅱ 期
大学入学共通テストⅠ期
大学入学共通テストⅡ期
大学入学共通テストⅢ期

試 験 日 出　願　期　間 合格発表

※
※
※

※本学独自の試験は実施しません

 3月 10日㊎ ～ 3月 20日㊊
 12月 22日㊍ ～ 1月 31日㊋
 2月 1日㊌ ～ 3月 9日㊍
 12月 22日㊍ ～ 1月 31日㊋
 2月 1日㊌ ～ 2月 22日㊌
 2月 23日㊍ ～ 3月 14日㊋

 3月 24日㊎
 2月 15日㊌
 3月 17日㊎
 2月 15日㊌
 2月 28日㊋
 3月 17日㊎

 3月 24日㊎
 2月 8日㊌
 3月 14日㊋

◆入試日程

入試種別

特 待 Ⅱ 期
一 般 Ⅰ 期
一 般 Ⅱ 期
一 般 Ⅲ 期
特別選抜Ⅲ期
特別選抜Ⅳ期
特別選抜Ⅴ期

試 験 日 出　願　期　間 合格発表

 1月 19日㊍ ～ 1月 26日㊍
 1月 19日㊍ ～ 1月 26日㊍
 2月 16日㊍ ～ 2月 23日㊍
 3月 14日㊋ ～ 3月 22日㊌
 1月 19日㊍ ～ 1月 26日㊍
 2月 16日㊍ ～ 2月 23日㊍
 3月 14日㊋ ～ 3月 22日㊌

 2月 10日㊎
 2月 10日㊎
 3月 9日㊍
 3月 25日㊏
 2月 10日㊎
 3月 9日㊍
 3月 25日㊏

 2月 4日㊏
 2月 4日㊏
 3月 3日㊎
 3月 25日㊏
 2月 4日㊏
 3月 3日㊎
 3月 25日㊏

入試種別

学 特 Ⅱ 期
一 　 　 般

試 験 日 出　願　期　間 合格発表

 1月 18日㊌ ～ 1月 20日㊎
 1月 18日㊌ ～ 1月 20日㊎

 2月 2日㊍
 2月 2日㊍

 1月 28日㊏
 1月 28日㊏

前橋育英高等学校

育英短期大学育英大学



学校法人 群馬育英学園

　学園の令和3年度決算は、本年度5月27日（金）に開催された理事会において承認可決され、
続いて開催された評議員会に報告されました。令和3年度決算は下記のとおりです。

資 金 収 支 計算 書
令和 3年 4月 1日 より
令和 4年 3月 31日 まで （単位：円）

特別収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産売却収入 0 0 0
その他の特別収入 90,532,000 25,795,319 64,736,681
特別収入計 90,532,000 25,795,319 64,736,681

収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金収入 1,782,035,000 1,728,959,990 53,075,010
手数料収入 56,492,000 53,106,064 3,385,936
寄付金収入 81,865,000 102,831,687 ▲20,966,687
補助金収入 666,078,000 708,089,525 ▲42,011,525
資産売却収入 0 513,000 ▲513,000
付随事業・収益事業収入 39,200,000 36,756,000 2,444,000
受取利息・配当金収入 153,000 84,850 68,150
雑収入 104,267,000 123,957,500 ▲19,690,500
借入金等収入 600,000,000 600,000,000 0
前受金収入 145,500,000 137,846,000 7,654,000
その他の収入 1,377,300,000 1,666,165,516 ▲288,865,516
資金収入調整勘定 ▲152,080,000 ▲186,780,754 34,700,754
前年度繰越支払資金 1,096,333,001 1,096,333,001 0
収入の部合計 5,797,143,001 6,067,862,379 ▲270,719,378

特別収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

資産処分差額 0 79,000,022 ▲79,000,022
その他の特別支出 0 62,500 ▲62,500
特別支出計 0 79,062,522 ▲79,062,522
特別収支差額 90,532,000 ▲53,267,203 143,799,203

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）
［予備費］ 35,000,000  18,000,000
基本金組入前当年度収支差額 ▲29,064,000 ▲49,298,248 20,234,248
基本金組入額合計 ▲267,296,000 0 ▲267,296,000
当年度収支差額 ▲296,360,000 ▲49,298,248 ▲247,061,752
前年度繰越収支差額 ▲4,315,611,508 ▲4,484,395,632 168,784,124
翌年度繰越収支差額 ▲4,611,971,508 ▲4,522,027,330 ▲89,944,178
　（参考）
事業活動収入計 2,820,622,000 2,758,023,044 62,598,956
事業活動支出計 2,849,686,000 2,807,321,292 42,364,708

事 業 活 動 収 支 計算 書
令和 3年 4月 1日 より
令和 4年 3月 31日 まで

教育活動収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

（単位：円）

教育活動収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

学生生徒等納付金 1,782,035,000 1,728,959,990 53,075,010
手数料 56,492,000 53,106,064 3,385,936
寄付金 81,865,000 89,491,587 ▲7,626,587
経常費等補助金 666,078,000 699,881,525 ▲33,803,525
付随事業収入 39,200,000 36,756,000 2,444,000
雑収入 104,267,000 123,947,709 ▲19,680,709
教育活動収入計 2,729,937,000 2,732,142,875 ▲2,205,875

教育活動外収支 事業活動収入の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

受取利息・配当金 153,000 84,850 68,150
教育活動外収入計 153,000 84,850 68,150

人件費 1,694,185,000 1,697,100,811 ▲2,915,811
教育研究経費 856,834,000 820,154,908 36,679,092
管理経費 261,222,000 209,539,598 51,682,402
徴収不能額等 0 69,000 ▲69,000
教育活動支出計 2,812,241,000 2,726,864,317 85,376,683
教育活動収支差額 ▲82,304,000 5,278,558 ▲87,582,558

教育活動外収支 事業活動支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

借入金等利息 2,445,000 1,394,453 1,050,547
教育活動外支出計 2,445,000 1,394,453 1,050,547
教育活動外収支差額 ▲2,292,000 ▲1,309,603 ▲982,397
経常収支差額 ▲84,596,000 3,968,955 ▲88,564,955

支出の部
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異（▲）

人件費支出 1,694,185,000 1,695,016,681 ▲831,681
教育研究経費支出 645,820,000 611,730,523 34,089,477
管理経費支出 253,814,000 199,157,992 54,656,008
借入金等利息支出 2,445,000 1,394,453 1,050,547
借入金等返済支出 145,966,000 145,966,000 0
施設関係支出 831,664,000 961,927,609 ▲130,263,609
設備関係支出 57,493,000 54,755,663 2,737,337
資産運用支出 0 30,114,768 ▲30,114,768
その他の支出 1,350,715,000 1,500,043,488 ▲149,328,488
予備費 35,000,000 0 35,000,000
資金支出調整勘定 ▲279,511,000 ▲369,471,519 89,960,519
翌年度繰越支払資金 1,059,552,001 1,237,226,721 ▲177,674,720
支出の部合計 5,797,143,001 6,067,862,379 ▲270,719,378

管理経費 6.6%

教育研究
経費 29.4%

人件費 64%

徴収不能額等 0.003%

雑収入 4.7%
付随事業収入 1.1%

経営費等
補助金 26.9%

寄付金 1.5%

手数料 1.9%

学生生徒等
納付金 63.9%

令和3年度 事業活動収支構成比率



貸借対照表
令和 3 年3月31日現在

（単位：円）

資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

科　　目 本年度末 前年度末 増減（▲）

純資産の部

固定負債 12%

基本金・繰越収支
差額 81%

流動負債 7%
固定資産 87%流動資産 13%

固定資産 8,633,546,990 7,904,134,495 729,412,495

　有形固定資産 8,512,527,739 7,789,988,552 722,539,187

　　土地 3,165,027,015 3,165,261,343 ▲234,328

　　建物 4,448,902,372 3,819,787,332 629,115,040

　　構築物 325,525,542 222,306,636 103,218,906

　　教育研究用機器備品 232,021,719 271,719,825 ▲39,698,106

　　管理用機器備品 33,037,737 34,803,086 ▲1,765,349

　　図書 252,196,123 250,075,899 2,120,224

　　車輌 55,817,231 26,034,431 29,782,800

　特定資産 70,235,319 68,151,189 2,084,130

　　退職給与引当特定預金 69,985,008 67,900,878 2,084,130

　　クラブ活動特定預金 250,311 250,311 0

　その他の固定資産 50,783,932 45,994,754 4,789,178

　　電話加入権 1,963,507 1,963,507 0

　　保険積立金 25,964,895 21,121,887 4,843,008

　　出資金 50,000 50,000 0

　　敷金・保証金 1,274,000 1,384,000 ▲110,000

　　貸付金 21,200,000 21,269,000 ▲69,000

　　その他預託金 331,530 206,360 125,170

流動資産 1,290,669,602 1,238,740,263 51,929,339

　現金預金 1,237,226,721 1,096,333,001 140,893,720

　未収入金 37,961,984 101,878,724 ▲63,916,740

　有価証券 724,561 724,431 130

　前払金 12,615,563 14,224,808 ▲1,609,245

　仮払金 2,140,773 25,579,299 ▲23,438,526

資産の部合計 9,924,216,592 9,142,874,758 781,341,834

固定負債 1,164,215,978 411,400,378 752,815,600

　長期借入金 656,315,000 205,701,000 450,614,000

　退職給与引当金 69,985,008 67,900,878 2,084,130

　長期未払金 437,915,970 137,798,500 300,117,470

流動負債 694,911,818 617,087,336 77,824,482

　短期借入金 49,386,000 45,966,000 3,420,000

　未払金 59,011,866 31,685,897 27,325,969

　前受金 141,311,000 152,650,000 ▲11,339,000

　預り金 445,202,952 386,785,439 58,417,513

負債の部合計 1,859,127,796 1,028,487,714 830,640,082

基本金 12,587,116,126 12,598,782,676 ▲11,666,550

　第1号基本金 12,401,116,126 12,412,782,676 ▲11,666,550

　第4号基本金 186,000,000 186,000,000 0

繰越収支差額 ▲4,522,027,330 ▲4,484,395,632 ▲37,631,698

　翌年度繰越収支差額 ▲4,522,027,330 ▲4,484,395,632 ▲37,631,698

　　純資産の部合計 8,065,088,796 8,114,387,044 ▲49,298,248

　負債及び純資産の部合計 9,924,216,592 9,142,874,758 781,341,834

令和3年度 賃借対照表



　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見

え
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
が
、年
間

を
通
し
て
の
対
面
授
業
を
実
施
し

て
、新
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
こ
と
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

育
英
大
学
は
無
事
、第
一
回
卒
業

生
を
社
会
に
送
り
出
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
教
職
員
を
始
め
関
係
の

方
々
の
ご
支
援
の
賜
と
深
く
感
謝

す
る
次
第
で
す
。

　

育
英
大
学
は
、文
部
科
学
省
の
設

置
認
可
か
ら
４
年
が
経
過
し
、あ
る

程
度
の
改
革
が
可
能
な
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
、教

育
学
部
教
育
学
科
・
児
童
教
育
専
攻
、

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
の
各
入
学
定

員
50
名
、計
１
０
０
名
の
小
規
模
大

学
で
す
。
将
来
経
営
面
か
ら
入
学

定
員
増
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

こ
と
に
、ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
は
、

現
行
中
学
校
・
高
等
学
校
の
保
健
体

育
の
教
員
免
許
と
、小
学
校
２
種
免

許
が
取
得
可
能
で
、来
年
度
入
学
生

か
ら
は
小
学
校
１
種
免
許
も
取
得
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、現
在
、具
体
的
な
方
法
が

模
索
さ
れ
て
い
る
中
学
校
に
お
け
る

部
活
動
の
地
域
移
行
が
あ
り
ま
す
、

部
活
の
地
域
移
行
の
受
皿
と
な
る
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
指

導
や
、マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
人

材
の
確
保
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
人
材

の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
で
ス

ポ
ー
ツ
教
育
専
攻
の
入
学
定
員
の
大

幅
増
を
構
想
し
て
い
ま
す
。

　

短
期
大
学
に
つ
い
て
は
、全
国
の

入
学
者
数
が
前
年
に
比
べ
３
，６
７

１
人
減
少
し
、総
入
学
者
数
が
４
万

人
を
切
り
、入
学
定
員
充
足
率
が
前

年
度
よ
り
４
・
97
ポ
イ
ン
ト
下
降
し

て
お
り
、全
体
に
短
大
運
営
が
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、育
英
短
期
大
学
は
保
育
学

科
２
４
０
名
、現
代
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
１
０
０
名
の
入

学
定
員
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、全

国
的
な
状
況
か
ら
、入
学
定
員
の

削
減
は
不
可
避
で
す
。
一
方
で
入

学
者
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、保

育
学
科
は「
子
ど
も
表
現
」「
子
ど

も
文
化
」「
子
ど
も
運
動
」「
子
ど
も

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」の
４
コ
ー
ス
の

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意

し
て
い
ま
す
が
、さ
ら
な
る
改
革

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も「
子
ど
も
文
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
」は
絵
本
の
魅
力
を
共
有
す
る

こ
と
の
で
き
る
専
門
性
を
身
に
つ

け
る
教
育
を
特
色
と
し
て
い
ま
す

が
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
新
た
に

加
え
た「
子
ど
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」

は
発
達
障
害
、社
会
的
養
護
等
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、子
ど
も
や

保
護
者
を
支
え
る
こ
と
の
出
来
る

保
育
者
の
育
成
の
た
め
の
教
育
効

果
を
高
め
る
努
力
を
し
ま
す
。

　

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
は
、全
国
の
短
大
で
も
数
少
な

い
、ユ
ニ
ッ
ト
式
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
特
色
で
、学
生
が
コ
ー
ス
の

ボ
ー
ダ
ー
を
超
え
自
由
に
選
択
し
、

必
修
科
目
と
組
み
合
わ
せ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。
学
生
が
好
き
な
授
業

科
目
を
選
ん
で
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
る
シ
ス
テ
ム

で
更
に
充
実
を
計
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学
共

に
一
層
の
改
革
を
進
め
、地
域
に

貢
献
す
る
大
学
を
目
指
し
ま
す
の

で
、今
後
と
も
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

│
保
育
者
の
未
来
に
向
か
って
│

│
実
践
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

 
能
力
を
備
え
た
人
材
養
成
│

育
英
大
学
・
育
英
短
期
大
学

石
井 

　
學

学
長

　

日
頃
よ
り
皆
様
か
ら
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
長

く
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
保
育
学
科
の
学
事

も
順
調
に
回
復
傾
向
を
示
し
、授
業
・
実
習

な
ど
平
常
時
の
状
況
に
回
復
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
保
育
学
科
は
、保
育
者
養
成
校
と

し
て
の
長
年
の
経
験
と
実
績
か
ら
、子
ど
も

園
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
福
祉
施
設
な
ど
各

現
場
と
の
信
頼
関
係
の
下
、国
家
資
格
を

も
っ
た
多
数
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
保
育
現
場
に
お
い
て
は
未
だ
に
先

生
不
足
の
声
が
聞
か
れ
て
お
り
、社
会
の

ニ
ー
ズ
は
高
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
報
道
を

見
て
い
る
と
保
育
現
場
で
の
事
件
や
事
故
が

報
道
さ
れ
、不
良
な
労
働
環
境
・
低
賃
金
・

過
重
労
働
な
ど
保
育
者
の
働
く
意
欲
が
削

が
れ
る
よ
う
な
事
象
が
多
く
聞
か
れ
て
お

り
ま
す
。
国
の
施
策
と
し
て
は
良
い
保
育

者
の
育
成
と
賃
金
ア
ッ
プ
を
始
め
と
し
た
予

算
建
て
が
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ

し
て「
保
育
者
の
未
来
は
明
る
い
」と
い
え
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
教
職
員
一

同
、未
来
に
必
要
と
さ
れ
る
保
育
者
養
成
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
か
ら

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保育学科長

松本　尚

　

日
頃
よ
り
地
域
や
皆
様
方
の
ご
支
援
に
対

し
、大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
く

中
で
、全
学
生
に
対
面
授
業
を
実
施
し
、ま

た
体
育
大
会
や
大
学
祭
な
ど
学
校
行
事
も

感
染
対
策
を
工
夫
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

学
生
は
充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
お

り
、満
足
感
も
高
い
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、当
初
は
相
手
と
直

接
会
わ
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
仕
事
や

学
習
は
成
り
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
デ
ジ
タ
ル
社
会
で
も
対
面
に
よ
る
直

接
的
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
さ
れ
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多

様
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に

対
応
す
る
た
め
、現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
は
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
、前
橋
育
英
高
校
と
の

連
携
・
接
続
や
育
英
大
学
と
の
協
力
を
し

な
が
ら
、群
馬
育
英
学
園
の
発
展
の
た
め
に

学
科
教
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
、よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

泉水清志

現代コミュニ
ケーション学科長

大学 教育学部 439人

短期大学
保育学科 381人
現代コミュニ
ケーション学科 147人

学生数

大
学
・
短
期
大
学
を
改
革
の
年
に



柳川美麿
教育学部長

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、本

学
も
完
成
年
度
を
迎
え
て
新
た
な
一

歩
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
特
に
教
員

組
織
で
は
多
く
の
方
が
入
れ
替
わ
り
、

完
成
年
度
ま
で
に
残
さ
れ
た
新
た
な

課
題
の
解
決
に
向
け
て
若
さ
を
活
か

し
た
ス
ピ
ー
ド
感
を
武
器
に
再
始
動
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
は
新
た
な
挑
戦

と
し
て
志
願
者
数
の
増
加
に
基
づ
き
、

教
育
学
部
の
定
員
増
も
計
画
中
で
す
。

　

昨
年
度
の
本
学
の
就
職
率
は
、教
員
、

公
務
員
、幼
稚
園
、保
育
士
な
ど
を
含

め
１
０
０
％
と
高
い
就
職
率
を
維
持
し
、

こ
の
就
職
率
は
、厚
生
労
働
省
・
文
部

科
学
省
が
毎
年
公
表
し
て
い
る
全
国

の
大
学
平
均（
２
０
２
１
年
度
95
・

８
％
）と
比
較
し
て
も
極
め
て
高
い
就

職
率
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
小
学
校

の
教
員
採
用
試
験
に
関
し
て
は
１
次

試
験
の
合
格
率
が
80
％
、２
次
試
験
の

合
格
率
が
88
％
、中
学
校
に
関
し
て
は

１
次
試
験
の
合
格
率
が
63
％
、２
次
試

験
の
合
格
率
が
40
％
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
リ
ン
グ
体
制

と
キ
ャ
リ
ア
に
合
わ
せ
た
個
別
の
進
路

対
策
が
功
を
奏
し
、令
和
４
年
度
育

英
大
学
教
員
採
用
試
験
合
格
率
は

70
％
と
令
和
３
年
度
全
国
教
員
採
用

試
験
合
格
率
39
・７
％
と
比
較
す
る
と

極
め
て
高
い
水
準
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
活
動
に
お
い
て
も
活
躍
が
目
立
っ

た
１
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
レ
ス
リ

ン
グ
部
で
は
、２
０
２
２
年
の
９
月
に
セ

ル
ビ
ア
で
実
施
さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
世

界
選
手
権
に
お
い
て
櫻
井
つ
ぐ
み
が
優

勝
、石
井
亜
海
が
準
優
勝
、元
木
咲
良

が
３
位
と
世
界
で
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

陸
上
部
で
は
、今
春
の
箱
根
駅
伝
で
熊

本
県
の
千
原
台
高
等
学
校
出
身
の
新

田
颯
が
１
区
を
激
走
し
区
間
３
位
相

当
に
、ま
た
、昨
年
の
箱
根
駅
伝
で
は

前
橋
育
英
高
等
学
校
出
身
の
諸
星
颯

大
が
10
区
を
激
走
し
、区
間
５
位
相

当
の
好
成
績
を
残
し
、全
国
、世
界
で

も
育
英
大
学
の
名
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

今
後
も
前
橋
育
英
高
等
学
校
と
連

携
を
強
化
し
、学
園
全
体
で
発
展
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
の
ご
支
援
、ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

│
育
英
大
学

 

第
二
章
の
ス
タ
ー
ト
│

鑓水　浩
児童教育専攻長

│
実
社
会
で
活
躍
す
る

 人
材
の
輩
出
を
目
指
し
て
│

　

今
年
度
よ
り
児
童
教
育
専
攻
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
鑓
水
浩
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
本
専
攻
に
お
き

ま
し
て
は
今
年
度
４
月
入
学
時

点
で
53
名
の
１
年
生
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
こ
２
年
ほ
ど
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

う
分
散
登
校
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、３
年
ぶ
り
に
全
員
が
顔
を

合
わ
せ
る
対
面
授
業
に
戻
り
、１

年
生
で
は
年
度
当
初
よ
り
通
常

の
形
態
で
授
業
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

２
、３
年
生
に
お
い
て
は
ゼ
ミ

や
各
授
業
で
初
め
て
全
員
が
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
と
な
り
、年
度

当
初
は
多
少
の
と
ま
ど
い
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、現
在
で
は
相
互

の
交
流
を
深
め
て
い
く
中
で
、学

年
と
し
て
の
連
帯
感
も
生
ま
れ
、

共
々
に
来
る
就
職
戦
線
に
向
け

て
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、４
年
生
に
お
い
て
は
教

員
採
用
試
験
で
は
小
学
校
で
延

べ
７
名
、市
町
村
公
務
員
試
験
で

は
２
名
の
合
格
者
、教
職
大
学

院
へ
の
進
学
者
１
名
を
含
め
全

員
が
就
職
、進
学
を
決
定
で
き

る
見
込
み
で
す
。
本
学
で
学
ん

だ
誇
り
を
胸
に
、実
社
会
で
の
大

い
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

混
迷
す
る
社
会
を
よ
り
本
質

的
に
変
革
し
て
い
く
に
は
、教
育

の
力
に
よ
る
し
か
な
い
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
重
要
な
使
命

に
応
え
て
い
く
た
め
、我
々
も

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

滝沢和彦
スポーツ教育専攻長

　

昨
年
４
月
に
着
任
し
、ス
ポ
ー
ツ
教

育
専
攻
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
滝

沢
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
も
本
専
攻
で
は
68
名
の
入

学
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

担
当
科
目（
教
育
学
概
論
、教
職
概

論
等
）が
１
年
生
の
必
修
科
目
で
す
の

で
、授
業
の
際
に
将
来
の
志
望
等
を
聞

い
て
み
ま
す
と
、保
健
体
育
科
教
師
や

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、警
察
官
や
消
防
士

等
の
公
務
員
を
目
指
す
学
生
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
教
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

は
、中
高
、と
り
わ
け
保
健
体
育
科
は

決
し
て
低
倍
率
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
年
度
は
さ
い
た
ま
市
と
新
潟
県
の

中
学
校
体
育
で
現
役
合
格
者
を
出
し

た
こ
と
、ま
た
、小
学
校
教
員
免
許
状

を
併
有
し
て
小
学
校
で
の
合
格
者
が

昨
年
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
は
大

い
に
強
調
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
の
先
生
も
本
当
に
学
生

一
人
ひ
と
り
の
こ
と
を
よ
く
ご
存
じ

で
、こ
れ
は
本
学
に
着
任
し
て
ま
ず
驚

か
さ
れ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

専
攻
で
は
、新
年
度
も
定
員
を
上

回
る
新
入
生
を
迎
え
ら
れ
る
見
込
み

で
す
。
本
専
攻
の
発
展
の
た
め
、関
係

す
る
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
支
援
、

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

令
和
３
年
度
後
期
・

　

令
和
４
年
度
前
期
の

 

成
績
優
秀
者
奨
学
金
の
授
与

令
和
３
年
度
後
期
・

　

令
和
４
年
度
前
期
の

 

成
績
優
秀
者
奨
学
金
の
授
与

　

今
年
度
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、令
和
３

年
度
後
期
の
成
績
優

秀
者
及
び
令
和
４
年

度
前
期
の
成
績
優
秀

者
に
奨
学
金
授
与
式

を
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
ず
個
別
に
手
渡

し
で
行
い
ま
し
た
。

奨
学
金
は
、半
期
授
業

料
の
半
額
相
当
で
す
。

　

成
績
優
秀
奨
学
生

は
、以
下
の
と
お
り

で
す
。

■
令
和
３
年
度  

後
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

児
童
教
育
専
攻

１
年 

鈴
木 

萌
巴

２
年 

吉
原 

花
香

３
年 

井
草 

美
涼

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

加
藤 

優
奈

２
年 

早
川 

慶

３
年 

下
野 

佑
実

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

酒
井 

み
ゆ

 

稲
垣 

美
咲

 

佐
藤 

迅

 

深
澤 

結
衣

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

関
沼 

か
り
ん

 

村
岡 

世
寧

■
令
和
４
年
度  

前
期

成
績
優
秀
奨
学
生

教
育
学
部
教
育
学
科

　
（※

４
年
生
は
選
考
中
）

児
童
教
育
専
攻

１
年 

西
東 

英
奈

２
年 

渋
澤 

萌
詠
奈

３
年 

山
口 

桜
子

ス
ポ
ー
ツ
教
育
専
攻

１
年 

栁
澤 

優
羽

２
年 

岩
﨑 

竜
馬

３
年 

早
川 

慶

短
期
大
学

保
育
学
科

１
年 

加
藤 

亮
太

 

三
川 

ゆ
う
り

 

宮
下 

希
彩

２
年 

稲
垣 

美
咲

 

酒
井 

み
ゆ

 

森
下
く
る
み

 

須
田 

め
い

現
代
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

１
年 

中
山 

真
李
亜

 

奥
野 

優
紀
音

２
年 

村
岡 

世
寧

 

山
口 

琴
未



　

本
学
の
学
生
が
本
年
度
に
活
躍
し
た
主
な
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

陸
上
競
技
部

 

■
第
99
回
箱
根
駅
伝
競
走（
１
／
２
）

  

・
新
田 

颯（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
）

関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で
出
場
：
１
区
21
・
３
㎞

タ
イ
ム
１
時
間
２
分
59
秒 

区
間
３
位
相
当

 

■
第
１
０
１
回
関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
５
／
19
〜
22
）

  

・
髙
橋 

陸
人（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
優
勝

  

・
山
本 

竜
也（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
２
位

 

■
第
１
０
６
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
６
／
９
〜
12
）

  

・
小
林 

拓
己（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 
男
子
棒
高
跳
：
８
位

 

■
第
38
回
Ｕ
20
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
６
／
９
〜
12
）

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
３
位

 

■
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
２
０
２
２
札
幌
大
会（
７
／
10
）

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
７
位

  

・
仲
上 

真
友（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

女
子
棒
高
跳
：
７
位

 

■
第
95
回
関
東
陸
上
競
技
選
手
権
大
会（
８
／
19
〜
21
）

  

・
小
林 

拓
己（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
３
位

  

・
篠
塚 

浩
斗（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
３
位

 

■
天
皇
賜
杯
第
91
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会（
９
／
９
〜
11
）

  

・
小
林 

拓
己（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

男
子
棒
高
跳
：
７
位

レ
ス
リ
ン
グ
部

 

■
ア
ジ
ア
選
手
権（
４
／
19
〜
24
）

  

・
櫻
井 

つ
ぐ
み（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
Ｕ
20
ア
ジ
ア
選
手
権（
７
／
５
〜
10
）

  

・
藤
倉 

優
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
１
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
２
０
２
２
年
明
治
杯
全
日
本
選
抜
選
手
権（
６
／
16
〜
19
）

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
櫻
井 

つ
ぐ
み（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
元
木 

咲
良（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

59
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
藤
倉 

優
花（
大
学
：
児
童
教
育
：
１
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

 

■
２
０
２
２
年
全
日
本
学
生
選
手
権（
８
／
15
〜
18
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
下
野 

佑
実（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
平
井 

か
え
で（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

  

・
塩
沢 

和（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
増
田 

壮
兼（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

55
㎏
級
／
Ｇ
：
２
位

  

・
太
田 

楓
輝（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

67
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

  

・
原
田 

真
吾（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
） 

77
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

 

■
２
０
２
２
年
全
日
本
社
会
人
選
手
権（
７
／
３
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
下
野 

佑
実（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
） 

53
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
平
井 

か
え
で（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
） 

65
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

 

■
世
界
選
手
権（
セ
ル
ビ
ア 

９
／
10
〜
18
）

  

・
櫻
井 

つ
ぐ
み（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
元
木 

咲
良（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

59
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
２
位

 

■
Ｕ
20
世
界
選
手
権（
ブ
ル
ガ
リ
ア 

８
／
15
〜
21
）

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
元
木 

咲
良（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

59
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
石
井 

亜
海（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

60
㎏
級
／
Ｇ
：
５
位

 

■
Ｕ
23
世
界
選
手
権（
ス
ペ
イ
ン 

10
／
17
〜
23
）

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

 

■
全
日
本
大
学
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
選
手
権（
10
／
19
〜
20
）

  

・
五
味 

虹
登（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

60
㎏
級
：
２
位

  

・
本
名 

一
晟（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

72
㎏
級
：
２
位

  

・
団
体
：
８
位

 

■
２
０
２
２
年
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権（
12
／
22
〜
25
）

  

・
櫻
井 

は
な
の（
大
学
：
児
童
教
育
：
２
年
） 

50
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
清
岡 

も
え（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：１
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  
・
五
味 

音
（々
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

55
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  
・
櫻
井 

つ
ぐ
み（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

57
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  
・
元
木 

咲
良（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：３
年
） 

62
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
石
井 
亜
海（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

68
㎏
級
／
Ｗ
：
優
勝

  

・
塩
沢 
和（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：４
年
） 

72
㎏
級
／
Ｗ
：
３
位

  

・
鹿
糠 
鉄
斗（
大
学
：ス
ポ
ー
ツ
教
育
：２
年
） 

72
㎏
級
／
Ｇ
：
３
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
大
学・短
大
）

 

■
２
０
２
２
年
度
関
東
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
３
部

  

・
春
季
リ
ー
グ
戦　

Ｂ
グ
ル
ー
プ
：
３
位

  

・
秋
季
リ
ー
グ
戦　

Ｂ
グ
ル
ー
プ
：
３
位

 

■
２
０
２
２
年
度 

群
馬
県
６
人
制

  

・
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会
：
優
勝

 

■
第
41
回
全
日
本
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

  

・
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会
：
優
勝

 

■
第
41
回
全
日
本
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

  

・
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
・
女
子
選
手
権
大
会
：
ベ
ス
ト
16

 

■
第
33
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

優
勝

 

■
２
０
２
２
年
群
馬
県
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦 
優
勝

そ
の
他
の
部

 

■
第
33
回
群
馬
県
私
立
大
学
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
10
／
29
・
30
）

  

・
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
：
優
勝

  

・
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
：
優
勝

 

■
出
前
公
演（
大
学
・
短
大
）

和
太
鼓
部
、ハ
ワ
イ
ア
ン
部
、ダ
ン
ス
部
、ハ
ニ
ー
キ
ッ
ズ
部
は
、

地
域
の
各
種
団
体
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、出
前
公
演
を
行
っ
て

お
り
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

ク
ラ
ブ
活
動
の
主
な
成
績

公
開
講
座

　

本
学
で
は
、地
域
連
携
推
進
事
業

の
一
環
と
し
て
公
開
講
座
を
実
施

し
て
お
り
、地
域
の
皆
様
の
生
涯
学

習
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
高
崎
市

と
高
崎
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を
い

た
だ
い
た
お
り
ま
す
。

演　

題
／ 「
や
る
気
を
育
て
る
」

講　

師
／ 

小
池 

庸
生（
育
英
短
期

大
学
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
学
科 

教
授
）

対
象
者
／ 

一
般
成
人

演　

題
／ 「
家
庭
で
取
り
組
め
る
セ

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
か
ら
の

ち
ょ
い
得
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
る
気
を
育
て
る
」

講　

師
／ 

田
中 

卓
也（
育
英
大
学

教
育
学
部
児
童
教
育
専

攻 

教
授
）

対
象
者
／ 
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

演　

題
／ 「
ぷ
よ
ぷ
よ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
室
〜
ぷ
よ
ぷ
よ
を
題

材
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
体
験
を
行
う
〜
」

講　

師
／ 

大
島 

宗
哲（
育
英
短
期

大
学
現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
学
科 

准
教
授
）

対
象
者
／ 

小
学
５
年
生
〜
中
学
生

と
そ
の
保
護
者

　

本
学
で
は
、高
崎
市
が
主
催
す
る『
市
内
私
立

大
学
・
短
期
大
学
連
携
事
例
発
表
会
』〜
産
学
官

連
携
・
地
域
貢
献
活
動
に
よ
る
地
域
振
興
を
目

指
し
て
〜
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
発
表
会
に
は
、高
崎
市
内
の
６
校
の
私
立

大
学
・
短
期
大
学
が
参
加
し
、地
域
が
抱
え
る
身

近
な
課
題
に
、大
学
と
企
業
等
が
共
同
で
取
り
組

む
産
学
連
携
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
、学
生
が
地

域
貢
献
活
動
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
展

開
を
研
究
し
、例
年
２
月
に
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
２
月
は
、高
崎
健
康
福
祉
大
学
で
行

わ
れ
、本
学
か
ら
次
の
３
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

市
内
私
立
大
学
・
短
期
大
学

 

連
携
事
例
発
表
会

①
高
崎
市
子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

 

子
育
て
支
援
利
用
者
へ
の
調
査

■
発
表
者 

保
育
学
科

 

２
年 

樺
澤 

優
穂

 
 

樋
田 

沙
保

■
指
導
教
員 

保
育
学
科

 
 

大
佐
古 

紀
雄 

教
授

②
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

 

デ
イ
ト
レ
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
例

■
発
表
者 

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

 

１
年 

池
田 

聖
来

 
 

島
田 

桃
香

 
 

本
多 

瑠
愛

■
指
導
教
員 

現
代
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

 
 

泉
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■
第
１
回 

10
月
23
日（
日
）

 

10
時
〜
11
時
30
分

■
第
２
回 

10
月
23
日（
日
）

 

午
前
の
部  

10
時
〜
12
時

 

午
後
の
部  

13
時
〜
15
時

■
第
３
回 

11
月
26
日（
土
）

 

10
時
〜
12
時



　

今
年
度
も
育
英
大
学
・
育
英

短
期
大
学
合
同
で
、10
月
22
、23

日
に
桔
梗
祭
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
今
年
は
、３
年
ぶ
り
に
一
般

の
お
客
さ
ん
や
外
部
出
演
を
招
い

て
の
開
催
で
し
た
。
テ
ー
マ
と
し

て「
パ
ワ
ー
！ 

〜
ク
セ
だ
ら
け
の

祭
典
〜
」を
掲
げ
、実
行
委
員
を

主
体
と
し
た
学
生
全
体
で
２
日

間
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト

や
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、学
生

が
パ
ワ
ー
を
持
っ
て
盛
り
上
が
れ

る
よ
う
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
よ
り
開
催
規
模
を
拡
大

し
て
、よ
り
ク
セ
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
楽
し
い
大
学
祭
に
し
よ
う
と

い
う
意
味
を
込
め
て
、こ
の
テ
ー
マ

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
桔
梗
祭
で
は
、参
加

者
・
来
場
者
全
員
に
安
全
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を
行
い

つ
つ
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
ス
テ
ー
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
同
様
、群
馬
県
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、マ
ス
ク

の
着
用
や
受
付
時
の
検
温
、こ
ま

め
な
手
洗
い
と
消
毒
の
呼
び
か
け
、

飲
食
ス
ペ
ー
ス
に
お
け
る
消
毒
作

業
、参
加
者
管
理
の
徹
底
、観
客

席
で
の
規
制
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

部
活
動
や
有
志
に
よ
る
ス
テ
ー

ジ
発
表
、観
客
の
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
企
画
、子
ど
も
向

け
の
催
し
物
・
展
示
、三
年
ぶ
り

の
出
店
と
な
る
模
擬
店
、外
部
の

方
に
よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
、芸
能

人
三
組
を
招
い
て
の
特
別
ラ
イ
ブ
、

抽
選
会
な
ど
、多
数
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
は
、迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
企
画
で
は
、大
人
気
の
う

た
う
ま
企
画
や
ク
イ
ズ
企
画
、男

装
・
女
装
コ
ン
テ
ス
ト
、飛
び
入
り

の
参
加
者
あ
り
の
〇×

ゲ
ー
ム
な

ど
で
観
客
の
方
に
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　

来
場
者
１
０
０
０
人
を
超
え

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、今
年
度
に
お
い
て
も
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
な
く
、関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、無
事

に
桔
梗
祭
２
０
２
２
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
、

さ
ら
に
学
生
・
来
場
者
の
皆
さ
ま

が
楽
し
め
る
大
学
祭
に
な
る
こ
と

を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

桔
梗
祭
２
０
２
２

大
学
祭
実
行
委
員
長（
大
学
）　

西　

 

春
菜

大
学
祭
実
行
委
員
長（
短
大
）　

大
矢 

萌
楓

　

大
学
図
書
館
で
は
、図
書
の

閲
覧
や
貸
出
、視
聴
覚
教
材
の

視
聴
な
ど
一
般
の
図
書
業
務
の

ほ
か
に
、学
生
の
皆
さ
ん
の
感
性

と
好
奇
心
を
刺
激
す
る
図
書

館
活
動
を
目
指
し
て
様
々
な
企

画
や
展
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
企
画
で
は「
手
作
り
絵

本
コ
ン
ク
ー
ル
Ｂｅｙ
ｏｎ
ｄ 

ｔ
ｈ

ｅ 

Ｂｏｒ
ｄｅｒｓ
」を
昨
年
度
に

引
き
続
き
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
募
集
対
象
を
広
げ
、

在
学
生
だ
け
で
な
く
高
校
生
も

応
募
可
能
と
し
ま
し
た
。
応

募
数
は
37
点
あ
り
、う
ち
５
点

が
県
内
の
高
校
生
か
ら
の
応
募

で
し
た
。
図
書
館
運
営
委
員

会
と
審
査
員
の
先
生
方
に
よ
る

学
内
審
査
と
、絵
本
作
家
・
野

村
た
か
あ
き
先
生
に
よ
る
最
終

審
査
に
よ
り
、最
優
秀
賞
を
は

じ
め
11
点
の
入
賞
作
品
を
選
出

し
、12
月
22
日（
木
）に
行
わ
れ

た
表
彰
式
で
は
、内
田
図
書
館

長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
副

賞
の
図
書
カ
ー
ド
が
授
与
さ
れ
、

入
賞
作
品
は
１
月
31
日（
火
）

ま
で
館
内
で
展
示
し
皆
様
に
ご

覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、８
月
に
は
、群
馬
県
内

の
大
学
生
が
集
ま
っ
て
企
画
運

営
し
た
、「
全
国
大
学
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
」の
予
選
大
会「
ビ
ブ
リ

オ
バ
ト
ル
２
０
２
２ 

Ｖｅｒ
．
全

国
図
書
館
大
会
群
馬
大
会
」が

開
催
さ
れ
、短
大
・
保
育
学
科

１
年
の
三
川
ゆ
う
り
さ
ん
が

チ
ャ
ン
プ
本
を
獲
得
し
て
優
勝

し
ま
し
た
。
三
川
さ
ん
と
共
に

企
画
運
営
に
参
加
し
た
大
学
・

児
童
教
育
専
攻
２
年
の
内
山
由

梨
さ
ん
は
バ
ト
ラ
ー
と
し
て
参

加
し
つ
つ
、大
会
当
日
の
司
会
を

務
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、図
書
館
で

は
、こ
の
二
人
を
中
心
に
、桔
梗

祭
１
日
目（
10
月
21
日（
土
））に
、

本
学
で
初
め
て
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
を
開
催
し
、４
人
の
先
生
方

も
参
加
し
て
熱
い
プ
レ
ゼ
ン
と

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、読
書
推
進
コ

ン
ク
ー
ル
や
選
書
ツ
ア
ー
、企
画

展
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、大
学
図
書
館

の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

学
生
生
活
の
充
実
に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

最
優
秀
賞

　
『
へ
ん
な
ね
こ
』

　
　

山
岸 

紗
和

 

（
短
大 

保
育
学
科
２
年
）

優
秀
賞

　
『
ぎ
ゅ
っ
て
し
て
ね
』

　
　

中
島 

琉
瑠

 

（
短
大 

保
育
学
科
２
年
）

　
『
ア
ビ
ス
と
ラ
テ
ー
ル
』

　
　

荒
井 
那
琉

 

（
大
学 
児
童
教
育
専
攻
２
年
）

　
『
あ
い
の
た
か
ら
も
の
』

　
　

吉
田 

夏
海

 

（
短
大 

保
育
学
科
２
年
）



　

令
和
４
年
度
の
定
期
総
会
は
、コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、６
月
７
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
昨
年
に
引
き
続
き
、書

面
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
３
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
、会
計
監
査
報
告
、令

和
４
年
度
新
役
員
の
選
出
、令
和
４

年
度
事
業
計
画
案
、予
算
案
を
審
議

い
た
だ
き
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

実
習
・
就
職
活
動
、学
生
会
活
動
、ク

ラ
ブ
活
動
、学
園
祭
、図
書
購
入
、コ

ロ
ナ
対
策
、教
育
環
境
整
備
等
に
支

援
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
支
部
会
に
つ
い
て
も
役

員
の
皆
様
に
意
見
を
伺
い
実
施
見
合

わ
せ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、飛
翔
会
の
大
き
な
行
事
で

あ
る
桔
梗
祭（
学
園
祭
）で
の「
青
空

市
場
」は
、コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落

ち
着
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、３
年
ぶ
り

に
出
店
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
青
空
市
場
」で
は
、新
鮮
野
菜
や
果

物
、飲
料
が
格
安
で
販
売
さ
れ
、来

場
し
た
子
ど
も
が
お
菓
子
す
く
い
を

楽
し
ん
で
お
り
、盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
、桔
梗
祭
を
盛
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
青

空
市
場
」の
収
益
金
８
９
，６
５
１
円

は
、学
生
の
資
格
試
験
関
係
の
支
援

が
で
き
る
よ
う
本
学
図
書
館
に
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、コ
ロ

ナ
対
策
を
は
じ
め
、学
生
の
教
育
諸

活
動
・
就
職
活
動
の
支
援
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、今
後

と
も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
全
国
的
な
拡
大
が
続
い
て
い
る

現
状
か
ら
、今
年
度
の
桔
梗
会

総
会
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
書

面
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
に
開
催
さ
れ
た
書
面
総

会
で
は
、書
面
表
決
の
形
で
同
窓

会
活
動
等
の
内
容
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
の
主
な
事
業
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
環
境

整
備
支
援
補
助
と
し
て
20
万
円

を
学
園
へ
寄
付
、桔
梗
祭（
大
学

祭
）に
対
し
て
は
、カ
ミ
ン
グ
キ
ャ

ン
パ
ス
デ
イ
へ
の
補
助（
コ
ロ
ナ
対

策
に
よ
り
未
実
施
２
年
分
学
生

へ
の
補
助
）、レ
ス
リ
ン
グ
世
界
選

手
権
出
場
・メ
ダ
ル
獲
得
者
へ
の

激
励
金
・
祝
金
の
贈
呈
を
い
た
し

ま
し
た
。
今
後
、卒
業
生
謝
恩

パ
ー
テ
ィ
経
費
補
助
、卒
業
生
へ

の
記
念
品
贈
呈
な
ど
、在
校
生
・

卒
業
生
へ
の
支
援
を
深
め
る
と

共
に
育
英
大
学
・
育
英
短
期
大

学
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

皆
様
方
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

飛
翔
会
だ
よ
り

飛
翔
会
だ
よ
り

令
和
４
年
度
定
期
総
会（
書
面
総
会
）

桔
梗
会
だ
よ
り

桔
梗
会
だ
よ
り

令
和
４
年
度
定
期
総
会

（
書
面
総
会
）

　

令
和
４
年
度
の
定
期
総
会

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、６
月
13
日
か

ら
27
日
に
か
け
て
昨
年
に
引

き
続
き
書
面
に
よ
る
総
会
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、令
和
３
年
度

事
業
報
告
、決
算
報
告
、会
計

監
査
報
告
、令
和
３
年
度
新

役
員
の
選
任
、令
和
４
年
度

事
業
計
画
案
、予
算
案
を
審

議
い
た
だ
き
、原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、指
定
強
化
ク
ラ
ブ
や

地
域
活
動
ク
ラ
ブ
、学
園
祭
、

教
育
環
境
整
備
等
に
支
援
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、事
業
費
に
つ
い
は
、

大
学
の
指
定
強
化
ク
ラ
ブ（
陸

上
部
、レ
ス
リ
ン
グ
部
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
）、地
域
活
動
で
活

躍
し
て
い
る
和
太
鼓
部
、ハ
ワ

イ
ア
ン
部
に
対
し
て
支
援
を

厚
く
す
る
と
と
も
に
、こ
れ
か

ら
も
後
援
会
と
し
て
で
き
る

限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

後
援
会
だ
よ
り

後
援
会
だ
よ
り

令
和
４
年
度
定
期
総
会

（
書
面
総
会
）

2022年レスリング世界選手権大会と
第99回箱根駅伝競走の出場者を応援
2022年レスリング世界選手権大会と
第99回箱根駅伝競走の出場者を応援

　大学を支援する三団体（飛翔会、後援会、桔梗会）では、8月、9月、10
月に開催されたU20、シニア、U23の各世界選手権大会に出場した選
手に激励金と、すばらしい成績を修めた選手に御祝金を贈呈しました。
　また、1月2日の箱根駅伝競走に関東学生連合チームの一員として
出場し1区を20km付近まで独走して、大会始まって以来の区間3位相
当のすばらしい成績を修めた選手に御祝金を贈呈しました。

■U20レスリング世界選手権大会（8/15～21）
1年 清岡もえ（55㎏級 優勝）、3年 元木咲良（59㎏級 優勝）、
2年 石井亜海（68㎏級 優勝）、1年 五味虹登（60㎏級 5位）

■レスリング世界選手権大会（9/10～18）
3年 櫻井 つぐみ（57㎏級 優勝）、3年 元木咲良（59㎏級 3位）、
2年 石井亜海（68㎏級 2位）

■U23レスリング世界選手権大会（10/17～23）
1年 清岡もえ（55㎏級 優勝）

■第99回箱根駅伝競走（1/2）
4年 新田颯(1区21.3km タイム1時間2分59秒 区間3位相当)

【出場した選手と成績】



　

本
校
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、日
頃
よ
り
ご

理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
と
い
う
年
は
、年
明
け
早
々
か

ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
し
、第
６
波
と

な
り
ま
し
た
。
新
規
感
染
者
数
は
、２
月
上

旬
の
段
階
で
10
万
人
を
超
え
る
過
去
最
多

を
記
録
し
、さ
ら
に
夏
休
み
を
挟
ん
で
第
七

波
で
は
、20
万
人
を
超
え
過
去
最
多
を
更
新

し
ま
し
た
。
し
か
し
、国
の
コ
ロ
ナ
対
応
と
し

て
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
観
点
か
ら
第
７
波
以
降

は
、十
分
な
感
染
対
策
を
取
り
な
が
ら
で
あ

れ
ば
行
動
制
限
は
、緩
和
す
る
対
応
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
対
応
は
、継
続
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、十
分
な
感
染
対
策
を
取
り
な

が
ら
、以
前
の
よ
う
な
学
校
生
活
を
取
り
戻

し
つつ
あ
り
ま
す
。
秋
の
体
育
祭
は
、10
月
に

４
年
ぶ
り
の
実
施
と
な
り
、先
輩
・
後
輩
・
同

級
生
と
学
校
全
体
で
の
行
事
に
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、高
校
生
活

の
一
つ
の
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、秋
の
修
学
旅
行
Ⅰ
期（
Ⅰ
〜
Ⅲ・
保
育
）は
、

昨
年
同
様
実
施
し
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
コ

ロ
ナ
禍
で
あ
って
も
対
策
を
し
た
上
で
の
行
事

の
実
施
は
、可
能
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、本
校
の
学
習
環
境
の
整
備
を
、夏

休
み
中
に
行
い
ま
し
た
。
全
教
室
に
電
子
黒

板
の
導
入
と
教
室
後
方
に
ロ
ッ
カ
ー
を
設
置

し
、女
子
ト
イ
レ
の
増
設
と
南
校
舎
中
庭
を

整
地
し
て
東
屋
を
配
置
し
ま
し
た
。
生
徒

達
に
と
っ
て
の
学
習
・
生
活
環
境
の
整
備
は
急

務
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
随
時
、実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

年
末
年
始
の
全
国
大
会
で
は
、男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、三
回
戦
で
敗
退
し
ま
し

た
。
男
子
サ
ッ
カ
ー
部
が
準
々
決
勝
で
、女
子

サ
ッ
カ
ー
部
も
初
戦
で
と
も
に
Ｐ
Ｋ
戦
で
の
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、全
国
大
会
に
出

場
し
た
各
部
に
対
し
ま
し
て
、多
く
の
方
々

よ
り
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
令
和
５
年
と
な
り
、本
校
は
創
立

60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
気
持
ち
を
新
た

に
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

前
橋
育
英
高
等
学
校

金
子 

雅
人

校
　
長

　

副
校
長
を
拝
命
し
て
３
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
い
た
ら
な
い
点
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、学
校
教
育
法
で
は
副
校

長
は「
校
長
を
助
け
、命
を
受
け
て

校
務
を
つ
か
さ
ど
る
。」と
あ
り
ま

す
。
法
律
で
規
定
さ
れ
る
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、副
校
長
に
期
待

さ
れ
る
こ
と
は
や
は
り「
校
務
を

つ
か
さ
ど
る
」、つ
ま
り
、校
長
の

命
を
受
け
、学
校
全
体
を
把
握
し
、

よ
り
良
い
環
境
で
教
育
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
学
校
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
リ
モ
ー
ト
で
の
授
業
や
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
、電
子
黒
板
を
使
用
し

た
授
業
な
ど
、あ
ら
た
な
形
の
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
、感
染
症
対

策
も
含
め
、先
生
方
の
業
務
も
増

え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

よ
り
働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
考

え
る
の
も
副
校
長
の
役
割
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
金
子

校
長
先
生
の
ご
指
導
の
下
、学
校

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て

学
校
運
営
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、今
後

と
も
、ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副校長
神山 義幸

副
校
長
挨
拶

普通科 1,320人

保育科 114人

生徒数

　

平
素
よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
日
本
上
陸
か
ら
４
年
と
な

り
ま
し
た
。
他
者
と
の
接
触
が
大
幅
日
制

限
さ
れ
、日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
が
新
様

式
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
面
と
向
き

合
う
こ
と
な
く
、一
方
向
を
向
い
て
座
る
こ

と
を
原
則
と
し
て
沈
黙
に
徹
し
、歓
談
に
花

咲
く
昼
食
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

学
校
は
部
活
中
の
お
し
ゃ
べ
り
も
、放
課
後

の
飲
食
店
で
の
お
し
ゃ
べ
り
も
控
え
る
よ

う
生
徒
に
指
示
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
授
業
は
本
来
対
面
で
行
う

も
の
な
の
で
す
が
、リ
モ
ー
ト
が
常
態
的
に

な
り
、逆
に「
対
面
授
業
」と
い
う
言
葉
ま
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
マ
ス
ク
装
着
も
あ
た
り

ま
え
に
な
り
、付
け
な
い
と
、ス
ー
ス
ー
し

て
な
ん
だ
か
下
着
を
着
け
て
い
な
い
よ
う

な
イ
ヤ
な
気
分
に
な
る
、と
言
っ
て
い
た
人

も
い
ま
し
た
。

　

人
間
は
社
会
的
な
生
き
物
で
す
。
集
団

で
四
苦
八
苦
試
行
錯
誤
し
て
進
ん
で
い
く

生
き
物
で
す
。
仙
台
育
英
高
の
野
球
部
須

江
監
督
の
言
葉
で
は
な
い
で
す
が
、人
間
は

（
青
春
は
）や
は
り
密
で
、濃
厚
な
時
間
・
空

間
の
中
で
こ
そ
生
き
て
い
か
な
い
と
。
前

橋
育
英
高
校
生
に
は
、濃
密
で
豊
か
な
人
生

を
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
、保
護
者
の
皆
様
と

と
も
に
、教
職
員
一
同
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で

導
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教 頭
上原 敏広

教
頭
挨
拶

　

昨
年
４
月
か
ら
事
務
長
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
改
め

ま
し
て
、本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
て
、長
く
県
立
学
校
の
事
務

長
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
、私
立

学
校
と
県
立
学
校
と
の
最
大
の
違

い
は
何
か
と
自
分
な
り
に
考
え
て

み
ま
し
た
。
そ
れ
は
、自
校
に
特

化
し
て
人
・
物
・
金
を
中
心
と
し
た

全
て
の
機
動
力
を
注
い
で
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
た
改
善
改
革
が
出
来

る
か
否
か
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
93
校
あ
る
県
立
学
校
で
は
、

施
設
設
備
の
改
善
な
ど
順
番
を
待

た
な
け
れ
ば
要
望
が
実
現
し
な
い

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
私
立
学

校
で
は
、良
く
も
悪
く
も
自
校
の

こ
と
だ
け
を
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
に
他
校
と
比
較
さ
れ
る
大

変
さ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
県
立
学

校
で
培
っ
た
少
し
ば
か
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
基
に
、他
の
教
職
員
と
協

力
し
つ
つ
、前
橋
育
英
高
校
の
た

め
に
、誠
心
誠
意
、微
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、生
徒
・
保
護
者

や
地
域
住
民
な
ど
と
の
更
な
る
信

頼
関
係
の
構
築
の
た
め
、職
責
を

果
た
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

事務長
冨澤 昌久

事
務
長
挨
拶



　

日
頃
よ
り
本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
に
大
変
、ご
厚
情
を
賜
り
ま

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
チ
ー
ム
は
今
年
度
、日
本
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
全
国
代
表

８
チ
ー
ム
の
選
抜
推
薦
を
受
け
、「
Ｕ
18

日
清
食
品
リ
ー
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競

技
大
会（
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
）」に
参
戦
い
た

し
ま
し
た
。
全
国
の
強
豪
チ
ー
ム
と
総

当
た
り
の
実
戦
経
験
を
積
ん
で
挑
ん
だ

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
本
戦
で
は
気
迫
溢

れ
る
熱
い
情
熱
を
全
試
合
で
発
揮
し
、

昨
年
度
に
続
き
ベ
ス
ト
16
入
り
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
大
会
に
お

い
て
、「
前
橋
育
英
」ら
し
さ
の
粘
り
強

さ
や
不
屈
の
精
神
力
を
全
国
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ァ
ン
に
見
て
も
ら
え
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
３
年
生

は
引
退
と
な
っ
て
し
ま
う
大
会
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
最
後

の「
育
英
バ
ス
ケ
」を
存
分
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
な
ら
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

選
手
・
部
員
・
保
護
者
一
同
が
改
め
て
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
楽
し
さ
を
実
感
す

る
経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、本
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
今
後
も
建
学
の
精
神「
正

直
・
純
潔
・
無
私
・
愛
」と
チ
ー
ム
の
合
言

葉「
何
事
に
も
泥
臭
く
プ
レ
ー
す
る
」を

胸
に
刻
み
、正
々
堂
々
と
し
た
素
晴
ら

し
い
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
る
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
新
チ
ー
ム
で
も
、

こ
の
伝
統
に
新
た
な
記
録
を
刻
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、皆
様
か
ら
の

心
温
ま
る
声
援
や
多
大
な
る
ご
協
力
は

選
手
達
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
沢
山
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
回
戦
、山
口
県
代
表
で
あ
る
高
川

学
園
高
校
と
対
戦
し
、一
対
一
で
Ｐ
Ｋ

戦
の
末
敗
れ
ま
し
た
。
前
半
に
先
制
さ

れ
、後
半
追
い
つ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

な
か
な
か
追
加
点
が
と
れ
ず
、時
間
だ

け
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
ト

を
打
ち
続
け
ま
し
た
が
、無
情
に
も

ゴ
ー
ル
は
、非
常
に
遠
か
っ
た
。
選
手
は
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
あ
っ
た
中
、前
橋
育
英

高
校
の
た
め
に
一
生
懸
命
に
闘
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
早
す
ぎ
る

敗
戦
。
こ
の
チ
ー
ム
で
一
試
合
で
も
多

く
試
合
を
し
、多
く
の
方
々
に
試
合
を

見
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、こ
の
悔
し
さ
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
、

日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
年
生
は
、多
く
の
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、保
護
者
の
皆

様
、遠
い
淡
路
島
ま
で
応
援
に
き
て
く

だ
さ
い
ま
し
て
、本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、女
子
サ
ッ
カ
ー
部

へ
の
変
わ
ら
ぬ
応
援
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
感
染
防
止
策
を
徹

底
す
る
中
で
こ
の
大
会
へ
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
本
大
会
の
出
場
に
向
け
て

日
々
の
練
習
を
重
ね
、厳
し
い
県
予
選

を
突
破
し
こ
の
選
手
権
大
会
出
場
を

自
分
自
身
や
チ
ー
ム
と
し
て
の
自
信
や

誇
り
と
し
て
、応
援
し
て
い
た
だ
い
た
保

護
者
や
学
校
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
一
つ
一
つ
の
プ
レ
ー
に
込
め
、最
高

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
大
会
に
お
い
て
発

揮
し
て
前
橋
育
英
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部

の
ひ
た
む
き
な
プ
レ
ー
が
、全
国
の
皆
さ

ん
に
元
気
や
勇
気
を
少
し
で
も
伝
え
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
結
果
は
１
回
戦
日
章
学
園

２-

１
、２
回
戦
四
学
香
川
西
６-

１
、

３
回
戦
昌
平
２-

１
、準
々
決
勝
大
津

０-

０
、Ｐ
Ｋ
４-

５
と
ベ
ス
ト
８
で
の
敗

退
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
選
手
権
で

は
３
年
ぶ
り
に
歓
声
が
あ
る
大
会
と
な

り
仲
間
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
は
三
年
生

が
中
心
と
な
り
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
を

築
き
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、今
大
会
の
参
加

に
あ
た
り
、多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
尽
力

を
賜
り
ま
し
た
、す
べ
て
の
関
係
の
皆

様
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

監
督
　
松
原 

真
智
子

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

全
日
本
高
等
学
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

女
子
サ
ッ
カ
ー
部

顧
問
　
鈴
木 

隆
之

全
国
大
会
を
終
え
て

全
国
大
会
を
終
え
て

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

部
長
　
櫻
井
　
勉

第
１
０
１
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

第
１
０
１
回
全
国
高
校

 
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

男
子
サ
ッ
カ
ー
部

男
子
サ
ッ
カ
ー
部



　

先
日
の
定
期
演
奏
会
へ
の
ご
来

場
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
前
回
、前
々
回
共
に
ホ
ー
ル

へ
の
来
場
は
部
員
の
保
護
者
に
限

定
さ
れ
て
い
た
た
め
、今
年
度
の
定

期
演
奏
会
は
私
た
ち
部
員
に
と
っ

て
も
、強
く
思
い
出
に
残
る
演
奏

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
代
は
入
部
か
ら
卒
部

ま
で
先
の
見
え
な
い
不
安
に
悩
ま

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に

伴
っ
た
度
重
な
る
部
活
動
停
止
や
、

予
定
通
り
に
演
奏
会
が
開
催
で

き
る
か
な
ど
の
多
く
の
不
安
の
中

で
最
善
を
尽
く
す
方
法
を
常
に

探
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
で
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
は
、多
く
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
奏
会
で
皆
様
に
少
し

で
も
勇
気
や
愛
情
を
お
届
け
で
き

て
い
た
ら
幸
い
で
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
五
感
で
楽
し
め
る
お

い
し
い
音
楽
を
皆
様
へ
お
届
け
し

て
い
き
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

吹
奏
楽
部
部
長
　
中
島 

左
喬

第49回 定期演奏会を終えて第49回 定期演奏会を終えて吹奏楽部

　

10
月
19
日（
水
）に
、実
に
四
年
ぶ

り
、全
て
の
生
徒
に
と
っ
て
高
校
生

活
で
初
め
て
と
な
る
体
育
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、一
昨
年
と
検

討
を
重
ね
た
上
で
の
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、今
年
は
全

校
の
期
待
が
高
ま
る
中
、な
ん
と
か

実
施
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
後
、

校
庭
で
開
会
式
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
う
し
て
全
校
生
徒
が
校
庭
に
集
ま

る
姿
も
久
し
ぶ
り
に
見
た
気
が
し
ま

す
。
晴
天
の
下
、そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を

凝
ら
し
た
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

生
徒
た
ち
の
表
情
も
非
常
に
晴
れ
や

か
で
し
た
。

　

開
会
式
後
は
校
庭
と
野
球
場
、二

つ
の
体
育
館
に
分
か
れ
て
、校
庭
種

目
と
球
技
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
実

施
で
し
た
が
、ど
の
会
場
で
も
、選
手

と
応
援
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
相
手

に
挑
む
、白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
熱
い
思
い
の
込
も
っ
た

一
日
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

生
徒
会
で
は
、ク
ラ
ス
が
、学
年
が
、

さ
ら
に
は
全
校
が
一
体
と
な
れ
る
よ

う
に
考
え
て
企
画
を
立
て
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
一
体
感
を
感
じ

て
も
ら
え
て
い
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
関
し
て
は
今
後
の
動

向
も
ま
だ
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
が
、

終
息
後
は
是
非
、溜
め
込
ん
だ
パ

ワ
ー
を
爆
発
さ
せ
、以
前
を
は
る
か

に
越
え
る
前
橋
育
英
高
校
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、開

催
に
あ
た
り
準
備
や
運
営
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
職
員
の
方
々
や
関
係

の
方
々
、企
画
や
当
日
の
進
行
を
担

当
し
て
く
れ
た
新
旧
生
徒
会
総
務
お

よ
び
体
育
祭
実
行
委
員
、そ
し
て
参

加
し
た
全
校
生
徒
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
４
年
度 

体
育
祭
開
催

令
和
４
年
度 

体
育
祭
開
催

生
徒
会
顧
問
　
岡
田 

裕
樹

二
人
三
脚
、長
縄
、リ
レ
ー

実施種目

球
技
種
目（
三
種
目
）

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

校
庭
種
目（
三
種
目
）

五
感
で
楽
し
む
、

 

お
い
し
い
音
楽



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

影
響
に
よ
り
、学
校
生
活
に
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
る
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、二
学
期
か
ら
は
各
教
室

に
電
子
黒
板
が
導
入
さ
れ
、日
々
の

授
業
形
態
も
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、進
路
行
事
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
以
前
の
状
態
を
目
指
し
て

実
施
可
能
な
も
の
か
ら
、工
夫
を
し

な
が
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
新
た

な
試
み
と
し
て
一
・
二
年
生
は
、『
探

究
活
動
』を
通
し
て
育
英
短
大
の
学

生
と
の
共
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り

組
む
一
方
で
、産
学
連
携（
大
塚
製

薬
様
・
ク
ス
リ
の
マ
ル
エ
様
）に
よ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
実
践
を
行
っ

て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、入
試
本
番

を
む
か
え
た
三
年
生
の
現
状
と
し
て

は
、筑
波
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
国

公
立
大
学
に
18
名
の
生
徒
が
合
格
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
私
立
大
学
で
は
、

早
稲
田
大
学
や
同
志
社
大
学
を
含
む

多
く
の
大
学
に
合
格
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、四
年
制
大
学
も
含
め
、

年
内
入
試
に
門
戸
を
開
く
傾
向
が
強

ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、学
業
成

績
以
外
の
プ
ラ
ス
α
的
な
要
素
の
有

無
が
、合
否
判
定
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
様
で
す
。
部
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
言
っ
た
課
外
活
動
を

は
じ
め
、英
検
や
漢
検
・
パ
ソ
コ
ン
検

定
と
言
っ
た
資
格
試
験
、各
種
発
表

会
・
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
様
々
な
体
験

が
そ
の
要
素
に
な
り
得
ま
す
。

　

前
橋
育
英
高
校
と
し
て
は
、群
馬

育
英
学
園
内
に
留
ま
ら
ず
、多
く
の

上
級
学
校
や
地
域
企
業
と
の
連
携

を
推
し
進
め
、み
な
さ
ん
の
挑
戦
を

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
続
け
ま
す
。

　

保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
方
々
か
ら
の
ご
協
力
も
必
要
と

な
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
も
生
徒

の
た
め
に
、ご
支
援
並
び
に
、ご
声

援
を
頂
け
ま
す
よ
う
、宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

進
路
指
導
部
主
任
　
西
岡 

良
幸

進
路
指
導
部
よ
り

　

さ
て
、本
旅
行
の
目
的
の
一
つ
に
、「
戦

跡
の
見
学
や
戦
争
体
験
者
等
の
講
話
を

通
し
て
、戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
に
つ
い
て
学
び
、望
ま
し
い
生
き
方
や

社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。」を

掲
げ
ま
し
た
。
知
覧
特
攻
平
和
会
館
で

は
語
り
部
の
方
か
ら
特
攻
の
歴
史
背
景

と
特
攻
隊
員
の
遺
書
等
に
つ
い
て
の
講
話

を
聴
き
、戦
闘
機
や
特
攻
隊
員
の
遺
影
、

戦
史
資
料
を
見
学
し
ま
し
た
。
長
崎
の

平
和
公
園
・
長
崎
原
爆
資
料
館
で
は
被

爆
の
惨
劇
を
伝
え
る
多
く
の
資
料
を
見

学
し
ま
し
た
。
生
徒
達
の
真
剣
な
様
子

か
ら
こ
の
目
的
は
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、他
の
訪
問
地
で
も
前
橋
育
英

の
一
員
と
し
て
規
律
や
秩
序
を
守
り
、

「
修
学
」す
る
態
度
が
強
く
表
れ
て
い
ま

　

第
二
学
年
普
通
科
Ⅰ
〜
Ⅲ
類
お
よ
び

保
育
科
で
は
11
月
８
日（
火
）か
ら
11
日

（
金
）に
か
け
て
修
学
旅
行
Ⅰ
期
と
し
て
、

九
州
地
方
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、旅
行
前
、旅
行
中
、そ
し
て
旅

行
後
に
わ
た
る
保
護
者
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
で
実
施
で
き
た
こ
と
を
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
た
。
吉
野
ヶ
里
遺
跡
で
は
友
人
と
協

力
し
て
勾
玉
を
作
成
し
、弥
生
文
化
を

体
感
し
ま
し
た
。
長
崎
市
内
や
ハ
ウ
ス

テ
ン
ボ
ス
で
は
友
人
と
意
見
を
出
し
あ
っ

て
様
々
な
場
所
を
散
策
し
、九
州
地
方

の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。
九
州

地
方
の
食
も
堪
能
し
た
よ
う
で
す
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、多
く
の
こ
と
を
友
人
と
と

も
に
学
び
、同
時
に
友
人
間
の
絆
を
一

層
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
月
７
日（
火
）か
ら
10
日（
金
）は
Ⅳ

類
で
修
学
旅
行
Ⅱ
期
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
本
旅
行
で
得
ら
れ
た
経
験
を
生
か

し
て
実
施
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
改
め
て
、本
旅
行
に
携
わ
っ
た
す
べ

て
の
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学
年
主
任
　
金
子 

千
里

修
学
旅
行
Ⅰ
期

　

12
月
21
日（
水
）２
学
期
終
業
式
の
前
に「
優
秀
前
橋
育
英
生
」表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
優
秀
前
橋
育
英
生
」は
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
で
顕
著
な
成
績
を
お

さ
め
た
生
徒
に
対
し
後
援
会
か
ら
贈
ら
れ
る
制
度
で
す
。（
後
援
会
会

則
第
４
条
第
５
項
の
２
に
拠
る
）

　

今
年
度
は
以
下
の
生
徒
が
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

12月21日（水）12月21日（水）優秀前橋育英生表彰優秀前橋育英生表彰
男
子
サ
ッ
カ
ー
部　
主
将　
徳
永 

涼（
３
年
12
組
）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
四
国
総
体
２
０
２
２ 

優
勝

徳
永 

涼（
３
年
12
組
）

　

Ｕ
18
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー

　
　
　

２
０
２
２ 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
カ
ッ
プ
国
際
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー 

出
場

山
田 

佳（
１
年
13
組
）

　

Ｕ
16
日
本
代
表
メ
ン
バ
ー

　
　
　

Ａ
Ｆ
Ｃ
Ｕ 

Ｕ
１
７
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
２
０
２
３
予
選 

出
場

囲
碁
将
棋
部

高
平 

優
月（
１
年
５
組
）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭  

東
京
大
会 

将
棋
部
門　

出
場


